
都市史
「新小岩 ルミエール商店街と子供たち」
17N1091　福島将洋
17N1053　鈴木清恵
17N1035  黒川悠太郎





青枠　：60 年前の建物

赤枠　：30 年前の建物

紫　   ：子供の居場所

灰  　：店舗

黄　　: 道

白　   ：住宅

1957 年



　新小岩ルミエール商店街ができる前の風景    新小岩ルミエール商店街の様子

1957年(55年前)の新小岩は今のように店や人が密集していたわけだはなかった。
1958年に商店街のアーケードが作られる前までは、この通りは幅が広くすぐ横に
は畑や田んぼで囲まれている土地であった。
上図のイラストはこの通りで子供たちが凧揚げをして走り回りながら遊んでいる
様子である。

商店街が一番盛況していた時代である。1958年にアーケードができ、そこに
集まる人の数と店の数が増えた。
年がたつにつれ徐々に徐々に店の数は増え商店街も拡大し、その分空き地
や畑,田んぼなどの子供が外で好きに遊べるような空間というものは減っていった。

1987 年

青枠　：60 年前の建物

赤枠　：30 年前の建物

紫　   ：子供の居場所

灰  　：店舗

黄　　: 道

白　   ：住宅



2017 年

青枠　：60 年前の建物

赤枠　：30 年前の建物

紫　   ：子供の居場所

灰  　：店舗

黄　　: 道

白　   ：住宅

子供達が遊んでいる様子を家の窓から親が眺めている様子

道の粗大ごみ置き場のイスに座っている ごみ置き場の炊飯器で遊ぶ様子

商店街の通りを自転車で親子で走っている様子

道路のガードレールで遊ぶ様子




































